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１．会議名 平成２３年度第３回美杉地区地域審議会 

２．開催日時 平成２４年３月２６日（月） 

午前１０時００分から午前１１時３０分まで 

３．開催場所 津市美杉総合開発センター２階委員会室 

４．出席した者の氏名 【美杉地区地域審議会委員】 

大西順子、岡田武士、岡田恒幸、坂本朝江、鈴木八重子、 

辻谷美喜子、水井達雄、村田豊、結城晉三 

【事務局】 

総合支所長 矢倉千年、 

副総合支所長兼地域振興課長 田中稔、 

地域支援員 谷俊樹、 

地域振興課危機管理担当副参事 澤幸男、 

地域振興課産業振興・環境担当副参事 水本明廣、 

市民福祉課長 中西義照 

地域振興担当主幹 田中敬二 

地域振興担当副主幹 藤田千晃、 

５．内容 (１) 議題 

協議事項 

（１）平成２３年度津市過疎地域自立促進計画（地域かがやきプ 

  ログラム）事業について 

報告事項 

（１）平成２４年度地域かがやきプログラム事業概要について 

（２）津市美杉総合文化センター整備事業推進委員会について 

閉会 

６．公開又は非公開 公開 

７．傍聴者の数 １人 

８．担当 美杉総合支所地域振興課地域振興担当 

電話番号 ０５９－２７２－８０８２ 

Ｅ-mail 272-8080@city.tsu.lg.jp 



９.議事の内容 （下記のとおり） 

岡田会長 

それでは、定刻になりましたので、ただいまから、平成２３年度第３回美杉

地区地域審議会を開会させていただきます。 

当会議は、会長が会議の議長になるということでございますので、私の方で

会議を進めさせていただきます。会議の進行につきましては、ご協力のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

最初に、本日の会議は、委員１２名中９名の出席をいただいており、会議は

成立いたしますので、ご報告申し上げます。なお、当会議は、公開といたしま

す。会議の傍聴、報道機関からの撮影等の申し出につきましては、許可をいた

したいと思いますので、ご了承を賜りたいと思います。 

また、会議録を作成し公開をいたしますことから、会議内容を録音させてい

ただきますので、合わせてご了承いただきます。 

次に、本日の会議録署名委員を指名させていただきます。村田豊委員、結城

晋三委員にお願いいたします。それでは、事項書によりまして会議を進めさせ

ていただきます。美杉総合支所長より、ごあいさつをいただきます。 

矢倉総合支所長 

 みなさん、おはようございます。何かとお忙しい中、地域審議会にご出席い

ただき、誠にありがとうございます。本日は、平成２３年度の最後の審議会と

いうことと、みなさまに２年間お願いしておりました任期の最後の審議会でご

ざいます。振り返りますと、昨年度は、美杉地域にとりましては、非常に重要

な計画であります、津市過疎地域自立促進計画の策定の年でありました。計画

の策定にあたりましては、当審議会におきまして、ご協議、ご検討いただき策

定することができました。ありがとうございました。現在この計画に基づき事

業展開をしているところでございます。また、津市総合計画中間見直しにおき

ましても、当地域にとって重要な課題等につきましても、いろいろご協議をい

ただいたところでございます。本当にありがとうございました。合併後、６年

を経過しましたが、地域におきましてはまだまだ克服しなければならない課題

が山積しており、美杉地域の住民のみなさまとともに、一歩一歩課題克服のた

めに、進まなければならないと考えております。 

 本日は、事項書にありますように、協議事項１件、報告事項２件ということ

でございます。限られた時間内ではございますが、ご審議のほどよろしくお願

いを申し上げまして、簡単ではございますが、開会にあたりましてのごあいさ

つとさせていただきます。本日は、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

岡田会長 

 ありがとうございました。 



 それでは、３の議題に入りたいと思います。 

 協議事項 １ の「平成２３年度津市過疎地域自立促進計画（地域かがやき

プログラム）事業について」を議題といたします。 

事務局から説明をお願いいたしたいと思います。 

田中地域振興課長 

 失礼いたします。それでは、資料１をご覧ください。「平成２３年度津市過疎

地域自立促進計画（地域かがやきプログラム）事業について」の説明をさせて

いただきます。 

 地域かがやきプログラムの中の南部エリアにおきましては、健康で暮らせる

自然と歴史の地域づくりとして、３つのプログラムで構成をし、事業を進めて

います。 

 これは、それぞれの事業につきまして、平成２３年度の目標設定、評価を行

い、そして、それに基づき平成２４年度の目標設定を行い、進行管理をしてい

る表です。 

 平成２３年度はまだ終了していませんので、現時点での暫定評価としての取

扱いであることをご了承いただきたく、よろしくお願いいたします。 

まず一つ目の「健康で元気なひとづくり」の中の、「連帯意識に根ざした心の

豊かなコミュニティの形成」として、本年度の目標設定を、地域活性化事業計

画を策定された地域づくり協議会への支援を行い、集落機能の再生に向けた取

り組みを推進し、活動を牽引していくリーダーやキーマンとなるべき人材を育

成することと、各協議会活動の連携や競争による活性化を図るために連絡協議

会を設置し情報共有を図ることを設定させていただきました。 

 これら目標設定による評価としましては、地域の話し合いの場として地域が

主体となった地域づくり協議会に支援を行なってきている中で、活動の芽吹が

見られ、これら協議会と津市森林セラピー基地運営協議会・伊勢本街道を活か

した地域づくり協議会・美杉地域新食材育成活性化推進協議会との連携により、

美杉地域が一体となった地域づくりの推進と地域の活性化を図るための「美杉

地域まちづくり推進連絡協議会」も立ち上がり、一体的な取り組みがスタート

できました。 

内容としましては、各協議会のリーダーを育成する研修会の開催や、活動等

の発表イベントとして、みすぎ秋まつりと美杉地域交流イベントを開催し、ま

た、地域における医療を考えるフォーラム、ワークショップへの参加等、地域

における課題把握と今後の取組についての方向性を見出すことが出来たと思い

ます。                

 次に、これら評価に基づき平成２４年度の目標を地域づくり協議会が、地域

の主体となった話し合いの場として集落機能の再生に向けた活動を引き続き推



進し、支援していく。また、美杉地域内の各協議会との連携により一体となっ

た地域づくりの「美杉地域まちづくり推進連絡協議会」の中で、リーダー等の

人材育成や各協議会の共通課題に対する対策を進めまちづくりの推進を図るこ

ととしました。 

過疎地域自立促進計画の構成の中では、集落の整備の中の集落機能再生事業

に位置付けられています。 

 次に同じく「暮らしの安心づくり」の、本年度の目標設定を地域住民の健康

づくり支援や高齢過疎地域における一次医療制度の確立及び地域の実情に合っ

た末端公共交通システムの設置に向けた調査研究と、公共施設を活用した健康

相談事業の実施とコミュニティ施設等へのＡＥＤの配置により、暮らしの安全

づくりを進めていくこととし、また、美杉総合文化センター整備基本設計及び

実施設計に着手し、行政、防災、コミュニティ、保健、文化等各種機能複合施

設整備を過疎地域自立促進計画期間内に完了に向け、市民委員会とともに着実

に事業を推進することを設定しました。 

この事業による評価としまして、地域づくりの健康づくり支援や高齢過疎地

域における一次医療制度の確立に向けた調査研究の推進を図るため、まちづく

り推進連絡協議会と共にフォーラム・ワークショップを重ね、地域住民の意識・

課題を把握することから、過疎地域における医療の今後の取組として地域住民

が主体となって学び考えていくとの方向性を見出せることができました。 

また、この中から、地域の実情に合った末端公共交通システムの体制づくり

の必要性から、地域の中からシステムづくりを考えていく体制を整える進め方

等で、専門家等の意見を聞きながら研究を図りました。また、公共施設を活用

した健康相談事業の実施と集客施設やコミュニティ施設へＡＥＤを配置し、暮

らしの安全づくりを進めました。 

 また、美杉総合文化センターにつきましては、美杉総合文化センター整備基

本設計委託、地質調査委託、旧美杉東小学校解体設計委託、庁舎・総合開発セ

ンター解体設計委託、アスベスト調査委託、進入路工事を実施し、事業を推進

しました。 

 これらの評価に基づき平成２４年度の目標を、健康で元気な人づくり及び暮

らしの安心づくりをめざし、地域にある課題等についての調査研究を進めると

ともに、地域における健康づくりの推進に努め、また、公共施設へのＡＥＤの

配置と地域健康相談事業の継続により暮らしの安全づくりを進めることとしま

した。  

 美杉総合文化センター整備実施設計及び、旧美杉東小学校校舎解体工事を完

了し、平成２６年４月の施設供用開始に向け着実に事業を推進します。                                 

 過疎計画においては、高齢者等の保健及び福祉の向上の中の森林セラピー基



地を活用した健康づくり事業、及び医療の確保の中の地域医療と健康推進によ

る地域づくり事業とＡＥＤ配置事業に位置付けられています。 

 次に、２つ目のプログラムの、「自然の恵みの価値創造」として、「森林を活

かしたヘルスツーリズムの推進」として、平成２３年度の目標設定は、森林セ

ラピー基地運営協議会を主体とした基地活用イベントの開催や、セラピーガイ

ド等の人材の育成、各拠点における拠点独自の活用方法の検討を行い、地域主

体の基地運営のための基盤を確立し、行政と協議会が協働により、セラピーロ

ード等の整備や基地活用促進のためのＰＲ事業を進め、交流人口の更なる拡大

に努めることとしました。 

 この事業の評価としまして、行政と協議会が協働により、セラピーロード等

の整備や基地活用促進のためのＰＲ事業を進め、交流人口の更なる拡大に努め

る中で、森林セラピー基地運営協議会を主体とした基地活用イベントに、５１

８人の方が森林セラピーを体感していただき、また、新たな森林セラピーロー

ドの追加申請をし、認定を受け、美杉地域全域に全１２コースの趣の違ったコ

ースを提供できることとなりました。 

 平成２４年度の目標設定を、森林セラピー基地運営協議会を主体とした、ロ

ード整備やＰＲ、各種イベントを引き続き実施し、これら事業についても内容

を重視した取組に移行し、各拠点部会を中心とした事業を活発化させ、拠点ど

うしの競い合いから森林セラピー基地事業の充実と集客向上による地域の活性

化を図ることと設定しました。 

 過疎計画においては、集落の整備の中の、森林セラピー基地運営事業に位置

付けられた事業です。 

 つぎは、同じく「自然を活用した産業の活性化」としまして、平成２３年度

の目標を、地域の森林を活かし、菌床ブロックによる栽培をめざすオオイチョ

ウダケの新しい食材としての特産品化のための調査研究を引き続き実施し、地

域の特産品として確立するとともに、河川の復活をめざした稚鮎の養殖研究に

着手し、鮎釣り客の復活による交流人口の拡大をめざすことと、地域の特産品

のＰＲ拡大及び地域のＰＲのための観光物産展を地域主体で開催し、特産品販

売の向上と地域の認知度拡大に努めることとしました。 

 評価としましては、地域の森林を活かし、菌床ブロックによる栽培をめざす

オオイチョウダケの新しい食材としての特産品化のための調査研究を引き続き

実施してきました。 

また、河川の復活をめざした稚鮎の養殖研究に着手し、養殖の可能性を見出

せることが出来たと評価しました。今後は徐々に養殖規模を拡大しながら研究

を重ね、地元河川に適合した鮎に育て釣り客の復活による交流人口の拡大をめ

ざすこととしました。また、地域の特産品のＰＲ拡大のための観光物産展につ



いて、美杉物産協議会により物産販売の向上と地域の認知度拡大に努めました。 

これら事業について総合計画前期基本計画の一定の目的は達成されたと考え

ます。 

 平成２４年度の目標設定として、美杉地域新食材育成活性化協議会事業や、

物産事業については、支援の完了を迎えましたが、自立可能な状況ではないた

め美杉地域まちづくり推進連絡協議会において、６次産業化を目指す中で地域

の特産品として確立を図ることとします。 

 過疎計画では、産業の振興の中の新食材育成活性化事業に位置付けられた事

業です。 

 つぎは、同じく「豊かな自然環境の中での居住」としての平成２３年度目標

を、田舎暮らし体験や田舎暮らしアドバイザーなどの制度を活用した空き家情

報バンクの一層の利用促進と空き家等の地域づくりの拠点施設などへの利用に

より、空き家の解消による移住・交流事業の推進を図り、空き家情報バンクの

更なる利用促進のため、利用者のための空き家改修費補助制度を設置すること

としました。 

 評価としまして、田舎暮らし体験や田舎暮らしアドバイザーなどの制度を活

用した空き家情報バンクの一層の利用促進と空き家等の地域づくりの拠点施設

などへの利用により、空き家の解消による移住・交流事業の推進を図る中で、

利用を希望する登録者は２６０件になっています。その中で、空き家の物件を

登録いただくＰＲの中で市の固定資産税の納付書への掲載や、まちづくり推進

連絡協議会において、地域の景観維持・環境保全の取り組みから、空き家の確

認調査をしていただきました。また、空き家情報バンクの更なる利用促進のた

めの空き家改修費補助制度を設置し、４件の補助を行いました。 

 平成２４年度は、田舎暮らし体験や田舎暮らしアドバイザーなどの制度を活

用した空き家情報バンクの一層の利用促進と空き家等を利用した地域づくりの

拠点施設の利用促進により、移住・交流事業の推進を図り、空き家情報バンク

の更なる利用促進のため、利用者のための空き家改修費補助制度のＰＲと活用

を推進していきます。 

 過疎計画では、集落の整備の中の、移住・交流促進事業、空き家情報バンク

利用促進事業、空き家活用促進事業で位置付けられています。 

 最後、３つめのプログラムとして、「歴史と文化の拠点整備」として、平成２

３年度目標の設定として、遺跡等周辺整備については、地域に設置された協議

会とともに教育委員会部局により、事業を進めることとしました。また、各種

伝統文化の継承のため、地域に根付いている桜まつり、夏まつり、秋まつりの

維持継承のための援助を行う事としました。 

 これに伴う評価としまして、各種伝統文化の継承のため、地域に根付いてい



る桜まつり、夏まつりの維持継承のための援助を行い、秋まつりについては期

間を延長した中で、まちづくり推進連絡協議会のイベントも同時開催し、地域

と一体になったものとし、今後の維持継承のための援助を行いました。 

 平成２４年度の目標は、平成２３年度の目標設定と同じとしました。 

 過疎計画では、地域文化の振興、歴史と文化の拠点整備事業、伝統行事等継

承事業に位置付けています。 

 次の、伊勢本街道を活かした地域づくり事業としての平成２３年度目標は、

地域に設置した協議会を主体に、サイン整備等を行ってきた伊勢本街道沿線地

域において、来訪者との交流拡大及び地域における経済性の向上のための取り

組み調査及び研究に着手し、地域観光ブランドの確立をめざすこととしました。 

 評価としましては、伊勢本街道を活かした地域づくり協議会を主体にサイン

整備等を行なってきた街道沿線地域において、来訪者との交流拡大及び地域に

おける経済性の向上のための取り組みとして、大阪総合デザイン専門学校と共

に、調査及び研究に着手し、地域観光ブランドの戦略としての基本計画を策定

しました。 

 平成２４年度の目標は、平成２３度大阪総合デザイン専門学校と共に地域観

光ブランドの戦略として策定した基本計画の実現に向けた取り組みを推し進め

るとともに、街道沿線地域においての来訪者との交流拡大を図るため、伊勢本

街道を活かした地域づくり協議会とともに輪を広げた地域づくりを図ります。 

 過疎計画では、産業の振興の中の伊勢本街道を活かした地域づくり事業に入

ります。 

 以上が地域かがやきプログラムの南部エリアにおける事業の評価として報告

をさせていただきます。 

岡田会長 

 ありがとうございました。説明は以上のとおりでございます。 

ただいまの説明のとおり、過疎地域自立促進計画（地域かがやきプログラム）

事業評価に係ります説明がございました。 

このことにつきまして、皆様のご意見またはご質問をお受けしたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。 

 先ほど田中課長の方からたくさん事業の説明をいただきました。地域かがや

きプログラムの中の南部エリアにおいての健康で暮らせる自然と歴史の地域づ

くりの３つの部分になるものを構成していただいたという事で、それぞれ説明

をいただきました。まちづくり連絡推進協議会の設置やセラピー基地運営協議

会の活動、それらを含めましていろいろと事業を進めていただきました。 

 皆様方のご意見をお聞きしたいと思います。 

水井委員 



 一番気になっておりますのは、新食材のイチョウダケが思いのほか、不順で

当初の計画通りいっていないので、今後どう考えていただいているのか、方向

性ありましたらお聞かせ願いたい。 

矢倉総合支所長 

 新食材につきましては、３年間、市とともに事業をさせていただきました。 

 今、水井委員さんが言われましたように、なかなかオオイチョウダケが育た

なかったという現状がある訳ですが、今後、どうしていくかという問題につい

ては、もう少し具体的な戦略を持った中で臨むと言う形でいかないと、３年間

という限定的な支援ということでございましたので、次は、内容としては同じ

になるかと思いますが、市からの支援を求めるとなれば、３年間の検証を具体

的に進めた中で、今後の方向性を満たしていく必要があるということで、２４

年度の予算計上はしておりません。新たな方向性を２４年度の中で導いていく

必要はあると考えております。 

岡田会長 

 先日もイベントの中でオオイチョウダケのご飯をいただきましたが、美味し

かったし、においもよかったです。何とかなればと私も思っております。それ

と、稚鮎も取り組んでみえるということですが、それはどうでしょう。 

田中地域振興課長 

昨年から、施設そのものを造っていただきまして、その研究も重ねてしてい

ただいておりまして、まだまだこちらの方も、取りかかった状態でございます

ので、まちづくりの連携の協議会の中で、他の協議会の支援をいただきながら、

今後の成果を見つつ取り組んでいただけるものと思ってもおりますし、成果を

見ながら今後市からの支援も考えていきたいと思っております。 

岡田委員長 

他にございませんか。 

結城委員 

 医療の確保ということで、質問ですが、一志病院を主に置いて、医療の確保

を考えてもらっているのか、三重県全体で考えてもらっているのか、救急車で

病院に行っても、たらい回しにされるという状態で、医療の確保はどこまでが

行政でとらえられるか、どこまで進んでいるのか、聞かせてください。 

田中地域振興課長 

 地域医療に関しまして、フォーラムという形の中で、一志病院の過去から老

人の施設的な所から、一志病院の先生方の新たな地域への医療と確立のために

受け入れの可能性も含めて、訪問看護とか、一志病院の先生方は取組んでいた

だいております。 

 美杉地域にとりまして、一志病院の存在は、当初、お年寄りの施設かと思え



ていたところから、先生方も地域に根差した医療を目指すということで取り組

んでいただいております。 

 お聞きするところによりますと、救急病院ではございませんが、もし救急的

な措置が必要であれば、電話一本いただければ、対応も可能だということも聞

いておりますし、そのことにつきましては、私ども職員の方が地域医療につい

て、政策的な勉強もさせていただいて、今後２４年度につきましては、一志病

院と美杉地域の関わり、医療の在り方ということを含めて、勉強や取り組んで

いきたいと思っております。 

 一志病院は、美杉だけでなく、白山地域もありますし、市の医療政策の中で、

どのような位置付をするのか、市長の話でもありました地域医療の話は出てお

りましたし、県の病院でもございます。津市全体の中でも担当部局が出てきま

すので、連携しながら、住民の方々のご意見も聞きながら、課題に取り組んで

いきたいと思っております。 

結城委員 

 一志病院を救急病院にしてもらったら、美杉地域としたら、非常にいいと思

います。救急患者を即受け入れてくれると助かります。 

 受け入れ体制がないと、病気のあるものは、不安と違うやろか。近い所に一

志病院があるんやで、行政が働きかけてもらって、救急病院にしてもらったら

有難いと思います。そういう方向で取り組んでいただきたいと思います。 

岡田会長 

 ご意見ということで聞かせていただきます。 

 他にございませんか。 

大西委員 

 くらしの安心づくりの中で、ＡＥＤの配置個所の中で、公共施設に配置して

もらいましたので、常時職員さんがみえる所は、すぐ対応していただけると思

うのですけれども、みえない場合、住民も少しは勉強をしておいた方がいいと

思います。 

 もうひとつ、ゆたかな自然環境の中の居住の方で空き家改修の改修補助が出

てきた訳ですが、空き家になっている家はかなり古いと思いますので、耐震関

係も不安です。予算もたくさんかかってくると思いますが、そこら辺はどう考

えているのか、お聞きしたいと思います。 

田中地域振興課長 

 ＡＥＤにつきましては、各出張所、公共施設のレークサイド、道の駅そうい

ったところのほうに設置をしました。担当職員、総合支所職員全員にＡＥＤの

使用について研修を受けてもらいました。 

 各地域におきましても、２４年度につきましては、心肺蘇生法の改正等もあ



ると聞いておりますので、地域住民の方々と共に勉強する機会をつくらせてい

ただきたいと思います。各地域のみなさんに挙ってご参加いただければと考え

ております。 

 空き家の改修補助制度ですが、現在、水まわりという部分につきまして、補

助をさせていただきまして、上限を５０万円としております。空き家の方は、

かなり傷んでおり、耐震、雨漏等大規模になってきますと、個人的な考えで、

お買い求めいただいた、個人契約でございますので、もっとも住まいの中で必

要と思われる水まわりにつきましては、市の方でその部分につきましての補助

制度を確立させていただいた訳です。 

 それ以外の全般的なことになりますと、かなりの費用がかかってきますし、

一般の方も当然負担する物には費用がかかっておる訳ですので、現在はこの制

度の中で対応していきたいというふうに思っております。 

岡田会長 

 今年、まちづくり協議会で空き家の調査をしましたが、美杉全体でどれくら

いの空き家があるのですか。 

藤田副主幹 

 今年度調査をしていただきました空き家につきましては、件数はかなりござ

います。その中で、まだお住みになっている方のお名前等も拝見しております。

これを元に実態調査もこれから進めないといけません。はっきりした数字は申

し上げられませんが、調査していただいて、ご報告いただいた件数は１００件

くらいにはなります。現地に行って確認してもらってる訳ではございませんの

で、空き家と思われるところを調査してもらっており、盆正に帰ってみえる家

も挙げてもらってありますので、空き家といえるのかという部分までは、まだ

調査しておりません。 

田中地域振興課長 

 件数につきましては、担当の方からお話させていただいたのですが、調べを

させていただいてる中で、すんなり空き家情報バンクの物件としてに登録でき

る物と、持ち主との連絡がとれないなどの物件もあります。今後は、地域の方々

のご理解、持ち主さんのご理解をいただきながら、この制度のＰＲも含めて、

地域の方々にお願いしていかないとと思っております。 

岡田会長 

 私も、この調査に携わりましたが、なかなか住んでいない人が他所に住んで

いてこの制度を知らない人が多いので、難しいとは思いますがもっとなんらか

のＰＲをしていってもらったらと思います。 

田中地域振興課長 

 その件で、ひとつのＰＲの方法としまして、２４年度の固定資産税の納付通



知に空き家情報バンクの情報を掲載させていただき、持ち主さんにお知らせす

る方法をとる予定です。あとは、住民の方々がお声かけいただく中でＰＲがで

きたらと思っております。 

岡田会長 

 他にございませんか。 

 今年度新しく１０のまちづくり協議会がひとつになって、まちづくり連絡推

進協議会というのを作っていただいて、３月１８日にイベントをしていただい

たんですが、その前には秋まつりにもまちづくり推進協議会の主催の大きなイ

ベントをしていただきまして地域の皆様にもいろいろこういう活動をしている

という事がわかっていただいてきているのかなって気はしている。 

 委員の皆様はどういう意見をお持ちかお聞かせ願いたいのですが。 

岡田委員 

 空き家バンクの需要が多いということですが、バンクという事は仲介すると

いうことですね。いわゆる賃貸契約になる訳ですか。制度自体の概要をご説明

いただけますか。 

田中地域振興課長 

 田舎暮らしがしたいとか、自分たちで産業に取組んで行きたいとか、震災も

ありましたので、安全なところに住みたいとか、そういう方々が現在のところ

２６０名の方に利用登録をしていただいております。物件につきましては、現

在のところは、売買物件がほとんどとなっております。なかなか賃貸となりま

すと、今後家をこれからどうしていくのかという状況でございます。希望とし

ては、賃貸の希望が多いです。何百万も投資して、美杉に住むのかという不安

もあろうかと思います。現在の登録物件はほとんどが売買となっております。

売買に関しましては、仲介に関しましては、宅地建物協会さんが対応していた

だいております。私どもは、情報をいただいて、情報を流すということをして

おります。 

岡田会長 

よろしいですか。他にご意見ございませんか。 

無いようすので次に進めたいと思います。 

それでは、次の報告事項に入りたいと思います。 

 １項目の「平成２４年度地域かがやきプログラム事業概要」について説明を

受けたいと思います。 

田中地域振興担当主幹 

 それでは、資料に基づきまして平成２４年度にかかります地域かがやきプロ

グラム事業の概要につきまして、ご説明をさせていただきます。 

 今、ご意見をいただいた内容もあるんですけども２４年度に予定しておりま



す事業について説明させていただきます。 

 前回第２回の審議会におきましても申し上げました通り、津市総合計画の中

で、重点プログラムとしての地域かがやきプログラムの南部エリアの中で、前

期基本計画に位置付けられた事業についての進捗状況の評価や成果等を検証し、

後期基本計画に向けての策定にかかります重要な年となります中で、平成２４

年度の地域振興予算の考え方につきましてご報告をさせていただいた内容を基

に予算の要求をいたしました。 

 なお、ご承知のとおり、平成２４年度予算にかかる議案につきましては、議

会中のため議決されていませんので、これからご報告する事業予算は、提案さ

れているものとご理解願います。 

 まず、プログラムの構成の中の、健康で元気な人づくりとして、心豊かな地

域コミュニティの形成をめざし、地域づくり事業の推進を図るための支援によ

り、地域づくりを軌道に乗せ集落コミュニティの維持・再生を図り活性化を目

指すため、リーダー等の人材育成や協議会の共通課題等対策等一体的なＰＲ活

動など、美杉地域のまちづくりの推進を行います。 

といった事で、５，１１７，０００円の予算を計上しております。 

また、健康・安心づくり事業につきましては、引き続き、地域に合った課題

等についての調査研究を進めるとともに健康づくりイベントを開催し、地域に

おける健康づくりの推進に努めます。また、公共施設等へのＡＥＤの配置と地

域健康相談事業の継続により高齢者等の不安解消に努めます。 

また、住民主体の地域に合った、新たな交通システムの制度設計と、当美杉

地域の医療に関しての、地域・病院・医師・行政が一体となって守り育てる「地

域医療」の「しくみ」を創り上げるために、地域に合った制度設計につきまし

ては、美杉地域におきましては、緊急且つ重要な課題でありますことから地域

づくりの中で筋道をつけていく年度とします。 

予算額としまして、３，９６０，０００円です。 

つづきまして、森林セラピー基地事業につきましては、津市森林セラピー基

地運営協議会のもと、ロード整備やＰＲ、各種イベントを引き続き実施いただ

く中で、メニューづくりにより内容を重視した取組に移行し、各拠点部会を中

心とした事業を活発化させることといった事によりまして、地域の活性化と繋

げ、引き続き、健康増進基地として充実を図り、集客向上に努めて参りたいと

考えております。 

予算額としまして、７，０２５，０００円を計上しております。 

次に、二地域居住等推進事業につきましては、豊かな自然環境の中での居住

の推進を目指し、津市空き家情報バンク制度の一層の利用促進を図るため、体

験・見学・ＰＲなどを引き続き行い、田舎暮らし体験塾の継続実施と空き家情



報バンク利用者のための空き家情報バンク活用者改修補助制度の活用を継続い

たしまして、移住交流の推進に努めていきたいと思います。 

予算額としまして、４，９４６，０００円です。 

歴史と文化の拠点整備事業の伝統文化の伝承として、三多気の桜まつり事業

の委託をはじめ、君ケ野ダム公園桜まつり・みすぎ夏まつり・みすぎ秋まつり

の補助を引き続き実施してまいります。 

予算額として昨年同様１１，３５０，０００円を計上いたします。 

次に、伊勢本街道を活かした地域づくり事業におきましては、引き続き伊勢

本街道沿線住民との協働による地域づくりを進める協議会へ各種事業を委託し、

歴史と文化の拠点としての集客向上に努めたいという風に考えます。 

予算額として、１，３００，０００円です。 

元気づくり事業として、森林セラピーロードを活用した健康増進事業は、地

域かがやきプログラム事業の中の森林セラピー基地事業の一層の事業促進を図

るため、平成２３年度に引き続き、セラピーロードへ導入したノルディックウ

オーキングに特化したイベントの実施と各種整備を図ります。 

予算額は、１，５９４，０００円です。 

また、過疎山村地域における移住・交流促進事業につきましては、地域かが

やきプログラムの中の二地域居住等推進事業の一層の事業促進を図るため、空

き家情報バンクの利用促進など空き家活用事業の推進に特化して、平成２３年

度に引き続き田舎暮らしアドバイザー制度の充実と、空き家活用事業を支援し

ていきたいと思います。 

予算額は、３，６６８，０００円です。 

また、その他といたしまして、引き続き地域審議会による審議や、地域支援

員の活動による地域支援を行っていきます。 

予算額は、２，６６３，０００円の予算を計上しています。 

以上、平成２４年度地域かがやきプログラム事業等の概要です。 

岡田会長 

 ありがとうございました。 

 ただ今、平成２４年度にかかります地域かがやきプログラム事業等につきま

しての概要を説明をいただきました。 

このことにつきまして、ご意見またはご質問ございましたら、よろしくお願

いします。 

岡田委員 

 自然を活用した産業の活性化という先ほどの協議委員会で評価がＤになって

ますね。Ｄになっている評価について予算は措置されてないという事でござま

すが、今後開発とか調査研究にお金がいると思うんですが、その点はどうでし



ょうか。 

 開発とか予算が必要やと思いますが、その点はどうでしょうか。 

矢倉支所長 

 先ほど水井委員さんからもご質問がございました事と重なるとは思うんです

けど、新食材につきましては３年間という事で当初から支援していくというか

たちで今まで進めておりました。その中でオオイチョウダケが思ったより進展

していないという現実はある訳なんですが、締めとして３年間で予算的なもの

は終了したというかたちの中で、先ほど申し上げましたように平成２４年度の

中で今後どのようにしていくかというような事を今まで３年間の事業展開の内

容の検証なり分析なりした中で、今後今のままでは予算がつきませんので、ま

た違ったかたちで支援が受けられるように検討して協議しながら予算要求しい

きたいという事で考えております。従いまして２４年度につきましては２３年

度の中でそういった取り組みという事が出来ておりませんでしたので、０とい

うかたちございます。 

岡田委員長 

 今後検証した時点で取り組みをしているという事で 

結城委員 

 しかしそのオオイチョウダケ、自然の物でも環境によってあがるのに、菌打

ってあがるもんかあがらんもんか、あがるわけがない。山へ採りに行ってもあ

がっとらん年は何もあがらんのやで自然に逆らってるのそんな訳にはならん。

そやで頑張っとるんやけど、頑張ってもらうのはええんやけども、けどやっぱ

り環境を見て事業も進んでもらわなあかん。 

 はい、質問。 

 かがやきプログラムを見せてもらってますが、地域農業の事はひとつもうた

っていない。地域に先立つ農業これうたわれていない。予算というのは全然つ

かないのかな、百姓には。 

水本地域振興課産業振興・環境担当副参事 

 ご審議いただいているのは地域かがやきプログラム事業という事で審議いた

だいておりまして、農林水産業にかかわる予算については、別途ですので本審

議会の方には今日はプログラム事業に関してご協議いただいているという事で

す。 

結城委員 

 別に枠があるという事ですね。 

水本地域振興課産業振興・環境担当副参事 

 そのように農林水産業費でございます。 

結城委員 



 わかりました。別枠であるということですね。 

岡田委員長 

 他には？ 

 よろしいですか。 

 それではないようですので、次に進めたいと思います。今後ともよろしく事

業の推進をお願いしたいと思います。 

 それでは次に進めさせていただきます。 

 報告事項２の津市総合文化センター整備事業推進委員会について報告願いま

す。 

大西委員 

 失礼いたします。資料３の方をご覧ください。 

 去る１月１２日に開催されました第１０回津市美杉総合文化センター整備事

業推進委員会の結果について報告させていただきます。 

 事項１の仮称津市美杉総合文化センター基本設計について、委員会では同セ

ンターの基本設計について当局から説明を受け、協議、検討を行い、以下の意

見をまとめました。 

 １、ステージの奥行きを計画４メートル幅から、取り外し出来るステージを

設置するよう検討する。２、進入路の階段に屋根を設置するよう検討。３、障

害者用駐車場を増設するよう検討。４、展示スペースを確保するよう検討。５、

基本設計の配置計画を了承する。 

 以上の意見を委員会としてまとめ申し入れしました。 

 次に事項２のその他としまして、当局から津市都市デザイン委員会の協議を

受けるため、基本設計の配置計画等修正がある旨の報告がありました。 

 以上ご報告申し上げます。 

岡田委員長 

 ありがとうございました。 

 今、大西委員の方からご報告いただきました資料３にございます第１０回の

整備事業推進委員会の報告をいただきまして、美杉総合文化センター整備事業

につきましてのステージの奥行きを計画４メートル幅から、取り外し出来る２

メートル幅を設置するよう検討するなど４つの項目の検討と、基本設計の配置

計画を了承されたとの意見を委員会としてまとめられたという事をご報告いた

だきました。 

 そのステージ幅４メートルから２メートル幅を取り外しが出来るという事は

６メートルになるということですか。 

大西委員 

 そうです。４メートルは固定で２メートルは移動できます。 



岡田委員長 

 他にご質問のある方はございませんか。 

 今もう進入路を造っていただいおりまして、設計も現在進められていますの

で２６年の春には完成させていただいて使用していただく計画になっているよ

うですございますので、引き続き事業を進めていただきたいと思います。 

 よろしいですか。 

 それでは、本日の議題は以上でございますが、その他、委員の皆さんで何か

ございませんか。 

 よろしいですか。 

 何でも結構ですが。 

 事務局の方はありませんか。 

矢倉支所長 

 冒頭のあいさつでも申し上げましたんですが、過疎地域自立促進計画、平成

２７年度時限立法というかたちで制定されておりました。私ども事業を進める

中で過疎地域自立促進措置法があるという事の中で、いろんな財政支援がある

という事で先ほども説明申し上げました地域かがやき事業でありますとか、道

路整備事業でありますとか事業が出来るという事でございます。情報が入りま

して、私どもその後どうなるのかというのが一番気になることで、要望の中で

も引き続き延長して欲しいという事も要望さしていただいておりますが、民主

党の過疎対策ワーキングチームというのがあるようで、その中で現在２０１５

年という事なんですが、２０１６年から５年間、単純延長するというようなち

ょっとホットな情報が入りましたんですが、今年末を目途に結論を出すという

情報なんですが、どういうかたちになるかわかりませんが、私どもにとりまし

ては本当に良報という事でございますので、また新しい情報が入りましたらい

ろんなところでＰＲしていきたいと考えております。 

 それと今回最後という事で皆様方には岡田会長さんをはじめ皆様方には２年

間美杉地区地域審議会委員という事で何かとご協議いただきまして本当にあり

がとうございます。心より感謝申し上げる次第でございます。 

皆様方には今後とも美杉地域の地域振興にあたりまして私どもにご指導ご鞭

撻をいただきます事お願い申し上げますとともに、皆様のご健勝をご祈念申し

上げお礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。 

岡田委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは長時間にわたりご協議いただきましてありがとうございました。 

 これで本日の会議を終了させていただきたいと思いますが、私どもが選任さ

れました第３期の地域審議会の最終回ということになりますので、会長と言う



事で２年間務めさせていただきましたお礼を兼ねまして一言ご挨拶を申し上げ

たいと思います。 

 皆様には２年前の４月から美杉地区地域審議会委員として大変お忙しい中お

世話をお掛けいたしました。 

 私、第１回の審議会において会長に選任されまして重責を任させていただき

ましたが、今日まで皆様のご支援ご協力をいただき務めさせていただくことが

できました。ありがとうございました。 

 昨年度は平成２２年度でございますが、６回の審議会、本年度３回の審議会

を開催いたしまして、津市の総合計画にかかります地域かがやきプログラム事

業や津市過疎地域自立支援計画の進行管理について皆様から多くの貴重なご意

見や提言をいただき、事業が着実に進捗するよう審議会として進めてきたとこ

ろでございます。 

 現在、当美杉地域では多くの事業が地域住民と総合支所の職員と一体となっ

て取り組まれておりまして、着実に成果が上がっていっていると思っておりま

す。どうかこの取り組みが今後も継続され、地域の活性化と過疎地域の暮らし

の安心安全づくりを進めていただきますようお願いをいたしたいと思います。 

 長いようで短い２年間でございましたが、皆様に支えていただき職務を全う

する事が出来ました。皆様のご支援ご協力に厚くお礼申しあげ、簡単ではござ

いますが挨拶とさせていただきます。本当にどうもありがとうございました。 

 これで本日の審議会を終わらせていただきます。 

 どうもご苦労様でございました。 

 

 〈終わり〉 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


